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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィールド機器の資産状態を稼働状態で表す稼働資産状態を記憶する稼働資産状態記憶
部と、
　前記資産状態を在庫状態で表す在庫資産状態を記憶する在庫資産状態記憶部と、
　前記フィールド機器に対して実施された保全作業の情報を取得する保全情報取得部と、
　前記フィールド機器の入出庫の情報を取得する在庫情報取得部と、
　前記保全作業の情報に基づいて前記稼働資産状態を遷移させ、前記入出庫の情報に基づ
いて前記在庫資産状態を遷移させる資産状態遷移部と、
　前記稼働資産状態と前記在庫資産状態を表示する資産状態表示部とを備える、機器資産
管理装置。
【請求項２】
　前記資産状態表示部は、前記稼働資産状態と前記在庫資産状態を状態遷移図で表示する
、請求項１に記載の機器資産管理装置。
【請求項３】
　前記稼働資産状態と前記在庫資産状態の不整合を検出する不整合検出部をさらに備える
、請求項１又は２に記載の機器資産管理装置。
【請求項４】
　前記稼働資産状態又は前記在庫資産状態の遷移を予測する資産状態予測部をさらに備え
る、請求項１から３のいずれか一項に記載の機器資産管理装置。
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【請求項５】
　前記資産状態予測部は、前記フィールド機器の型式と、前記遷移を発生させる事象とを
対応付けた状態遷移予測情報に基づき、前記遷移を予測する、請求項４に記載の機器資産
管理装置。
【請求項６】
　前記状態遷移予測情報は、前記稼働資産状態が遷移するまでの時間と、当該時間におい
て前記稼働資産状態が遷移する確率の情報を含む、請求項５に記載の機器資産管理装置。
【請求項７】
　前記稼働資産状態記憶部は、前記稼働資産状態を、少なくとも、前記フィールド機器が
正常に稼働している正常状態、前記フィールド機器が正常に稼働していない非正常状態又
は前記フィールド機器の校正が要求される校正要求状態のいずれかの状態として記憶し、
　前記在庫資産状態記憶部は、前記在庫資産状態を、少なくとも、前記フィールド機器が
出庫可能に在庫されている在庫状態又は前記フィールド機器を廃棄する廃棄状態のいずれ
かの状態として記憶する、請求項１から６のいずれか一項に記載の機器資産管理装置。
【請求項８】
　前記資産状態遷移部は、前記フィールド機器をプラントに設置したときに、前記資産状
態を、前記在庫状態から前記正常状態に遷移させる、請求項７に記載の機器資産管理装置
。
【請求項９】
　前記資産状態遷移部は、前記フィールド機器の校正周期が経過したときに、前記正常状
態から前記校正要求状態に遷移させる、請求項７又は８に記載の機器資産管理装置。
【請求項１０】
　前記資産状態遷移部は、
　前記フィールド機器の校正が合格であるときに、前記校正要求状態から前記正常状態に
遷移させ、
　前記フィールド機器の校正が不合格であるときに、前記校正要求状態から前記廃棄状態
に遷移させる、請求項７から９のいずれか一項に記載の機器資産管理装置。
【請求項１１】
　稼働資産状態記憶部が、フィールド機器の資産状態を稼働状態で表す稼働資産状態を記
憶する稼働資産状態記憶ステップと、
　在庫資産状態記憶部が、前記資産状態を在庫状態で表す在庫資産状態を記憶する在庫資
産状態記憶ステップと、
　保全情報取得部が、前記フィールド機器に対して実施された保全作業の情報を取得する
保全情報取得ステップと、
　在庫情報取得部が、前記フィールド機器の入出庫の情報を取得する在庫情報取得ステッ
プと、
　資産状態遷移部が、前記保全作業の情報に基づいて前記稼働資産状態を遷移させ、前記
入出庫の情報に基づいて前記在庫資産状態を遷移させる資産状態遷移ステップと、
　資産状態表示部が、前記稼働資産状態と前記在庫資産状態を表示する資産状態表示ステ
ップとを含む、機器資産管理方法。
【請求項１２】
　フィールド機器に対して実施された保全作業の情報を取得する保全情報取得処理と、
　前記フィールド機器の入出庫の情報を取得する在庫情報取得処理と、
　前記保全作業の情報に基づいて前記フィールド機器の資産状態を稼働状態で表す稼働資
産状態を遷移させ、前記入出庫の情報に基づいて前記資産状態を在庫状態で表す在庫資産
状態を遷移させる資産状態遷移処理と、
　をコンピュータに実行させる、機器資産管理プログラム。
【請求項１３】
　フィールド機器に対して実施された保全作業の情報を取得する保全情報取得処理と、
　前記フィールド機器の入出庫の情報を取得する在庫情報取得処理と、
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　前記保全作業の情報に基づいて前記フィールド機器の資産状態を稼働状態で表す稼働資
産状態を遷移させ、前記入出庫の情報に基づいて前記資産状態を在庫状態で表す在庫資産
状態を遷移させる資産状態遷移処理と、
　をコンピュータに実行させる機器資産管理プログラムを記録した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機器資産管理装置、機器資産管理方法、機器資産管理プログラム及び記録媒
体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、化学等の工業プラント、ガス田や油田等の井戸元やその周辺を管理制御する
プラント、水力・火力・原子力等の発電を管理制御するプラント、太陽光や風力等の環境
発電を管理制御するプラント、上下水やダム等を管理制御するプラント等のプラントや工
場等（以下、これらを総称する場合には「プラント」という）においては、フィールド機
器と呼ばれる測定器又は操作器等の現場機器と、これらを制御する制御装置とが通信手段
を介して接続された分散制御システム（ＤＣＳ：Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）が構築されており、高度な自動操業が実現されている。
【０００３】
　上記のような高度な自動操業を実現するために構築されるプラントのシステム等におい
ては、安定したプラントの操業のためにフィールド機器の保全（メンテナンス）が重要と
なる。フィールド機器を保全する保全作業者は、定期的に又は不定期にフィールド機器を
点検し、不具合のあるフィールド機器を交換する。機器資産管理者は、フィールド機器の
交換に支障が出ないように、資産であるフィールド機器の予備品の在庫を管理し、予備品
を調達することにより資産管理を行なう。
【０００４】
　フィールド機器の保全には、フィールド機器をプラントから取り外して調整や点検を実
施するオフラインでの保全が存在する。オフラインの保全においては、プラントの稼働率
を高めるために、点検対象のフィールド機器を代替品と交換して、代替品によるプラント
の操業を継続しつつ、プラントから外したフィールド機器を点検等する。点検等によって
正常が確認されたフィールド機器は正常品として保管され、一方、異常が確認されたフィ
ールド機器は廃棄される。保全作業者は、保全における点検等の結果を保全記録に記録し
て機器資産管理者に報告する。機器資産管理者は、保全記録に基づきフィールド機器の廃
棄等を把握して、フィールド機器の資産管理を行なう。
【０００５】
　また、設備故障時のメンテナンスデータや予備品データを管理して、設備の寿命を判断
するシステムがある（例えば、特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－０２７２４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、保全記録は主に保全作業の内容を報告するものであり、保全記録からフィール
ド機器の保管状態や廃棄状況を把握することが困難な場合があった。
【０００８】
　また、点検等によって確認された正常品は、未使用の予備品とは別に作業者の机の中等
で保管されることが多く、資産管理ができない場合があった。
【０００９】
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　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、フィールド機器の資産管理を容易にす
る、機器資産管理装置、機器資産管理方法、機器資産管理プログラム及び記録媒体を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）上記の課題を解決するため、本発明の機器資産管理装置は、フィールド機器の資
産状態を稼働状態で表す稼働資産状態を記憶する稼働資産状態記憶部と、前記資産状態を
在庫状態で表す在庫資産状態を記憶する在庫資産状態記憶部と、少なくとも前記フィール
ド機器に対して実施された保全作業の情報又は前記フィールド機器の入出庫の情報のいず
れか一の情報に基づき、少なくとも前記稼働資産状態又は前記在庫資産状態のいずれか一
の状態を遷移させる資産状態遷移部と、前記稼働資産状態と前記在庫資産状態を表示する
資産状態表示部とを備える。
【００１１】
　（２）また、本発明の機器資産管理装置において、前記資産状態表示部は、前記稼働資
産状態と前記在庫資産状態を状態遷移図で表示する。
【００１２】
　（３）また、本発明の機器資産管理装置において、前記稼働資産状態と前記在庫資産状
態の不整合を検出する不整合検出部をさらに備える。
【００１３】
　（４）また、本発明の機器資産管理装置において、前記稼働資産状態又は前記在庫資産
状態の遷移を予測する資産状態予測部をさらに備える。
【００１４】
　（５）また、本発明の機器資産管理装置において、前記資産状態予測部は、前記資産状
態予測部は、前記フィールド機器の型式と、前記遷移を発生させる事象とを対応付けた状
態遷移予測情報に基づき、前記遷移を予測する。
【００１５】
　（６）また、本発明の機器資産管理装置において、前記状態遷移予測情報は、前記稼働
資産状態が遷移するまでの時間と、当該時間において前記稼働資産状態が遷移する確率の
情報を含む。
【００１６】
　（７）また、本発明の機器資産管理装置において、前記稼働資産状態記憶部は、前記稼
働資産状態を、少なくとも、前記フィールド機器が正常に稼働している正常状態、前記フ
ィールド機器が正常に稼働していない非正常状態又は前記フィールド機器の校正が要求さ
れる校正要求状態のいずれかの状態として記憶し、前記在庫資産状態記憶部は、前記在庫
資産状態を、少なくとも、前記フィールド機器が出庫可能に在庫されている在庫状態又は
前記フィールド機器を廃棄する廃棄状態のいずれかの状態として記憶する。
【００１７】
　（８）また、本発明の機器資産管理装置において、前記資産状態遷移部は、前記フィー
ルド機器をプラントに設置したときに、前記資産状態を、前記在庫状態から前記正常状態
に遷移させる。
【００１８】
　（９）また、本発明の機器資産管理装置において、前記資産状態遷移部は、前記フィー
ルド機器の校正周期が経過したときに、前記正常状態から前記校正要求状態に遷移させる
。
【００１９】
　（１０）また、本発明の機器資産管理装置において、前記資産状態遷移部は、前記フィ
ールド機器の校正が合格であるときに、前記校正要求状態から前記正常状態に遷移させ、
前記フィールド機器の校正が不合格であるときに、前記校正要求状態から前記廃棄状態に
遷移させる。
【００２０】
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　（１１）上記の課題を解決するため、本発明の機器資産管理方法は、フィールド機器の
資産状態を稼働状態で表す稼働資産状態を記憶する稼働資産状態記憶ステップと、前記資
産状態を在庫状態で表す在庫資産状態を記憶する在庫資産状態記憶ステップと、少なくと
も前記フィールド機器に対して実施された保全作業の情報又は前記フィールド機器の入出
庫の情報のいずれか一の情報に基づき、少なくとも前記稼働資産状態又は前記在庫資産状
態のいずれか一の状態を遷移させる資産状態遷移ステップと、前記稼働資産状態と前記在
庫資産状態を表示する資産状態表示ステップとを含む。
【００２１】
　（１２）上記の課題を解決するため、本発明の機器資産管理プログラムは、少なくとも
フィールド機器に対して実施された保全作業の情報又は前記フィールド機器の入出庫の情
報のいずれか一の情報に基づき、少なくとも、フィールド機器の資産状態を稼働状態で表
す稼働資産状態、又は前記資産状態を在庫状態で表す在庫資産状態のいずれか一の状態を
遷移させる資産状態遷移処理をコンピュータに実行させる。
【００２２】
　（１３）上記の課題を解決するため、本発明の記録媒体は、少なくともフィールド機器
に対して実施された保全作業の情報又は前記フィールド機器の入出庫の情報のいずれか一
の情報に基づき、少なくとも、フィールド機器の資産状態を稼働状態で表す稼働資産状態
、又は前記資産状態を在庫状態で表す在庫資産状態のいずれか一の状態を遷移させる資産
状態遷移処理をコンピュータに実行させる機器資産管理プログラムを記録している。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、フィールド機器の資産管理を容易にする、機器資産管理装置、機器資
産管理方法、機器資産管理プログラム及び記録媒体を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施形態の機器資産管理装置のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である
。
【図２】実施形態の機器資産管理装置における機器資産状態の状態遷移の一例を示す状態
遷移図である。
【図３】実施形態の機器資産管理装置における稼働資産状態の遷移の一例を示す図である
。
【図４】実施形態の機器資産管理装置における在庫資産状態の遷移の一例を示す図である
。
【図５】実施形態の機器資産管理装置における稼働資産状態と在庫資産状態の不整合の検
出方法の一例を示す図である。
【図６】実施形態の機器資産管理装置における状態遷移予測情報の一例を示す図である。
【図７】実施形態の機器資産管理装置のハードウェア構成の一例を示すブロック図である
。
【図８】実施形態の機器資産管理装置を含む機器資産管理システムの一例を示すブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態における機器資産管理装置、機器資産管理方
法、機器資産管理プログラム及び記録媒体について詳細に説明する。
【００２６】
　先ず、図１を用いて、機器資産管理装置１のソフトウェア構成を説明する。図１は、実
施形態の機器資産管理装置のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。
【００２７】
　図１において、機器資産管理装置１は、稼働資産管理部１１、在庫資産管理部１２及び
機器資産管理部１３の機能を有する。稼働資産管理部１１は、保全記録取得部１１１、稼



(6) JP 6597579 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

働資産状態集計部１１２及び稼働資産状態記憶部１１３の機能を有する。在庫資産管理部
１２は、購買情報取得部１２１、在庫情報取得部１２２、保全情報取得部１２３、在庫資
産状態集計部１２４及び在庫資産状態記憶部１２５の機能を有する。機器資産管理部１３
は、資産状態遷移部１３１、資産状態表示部１３２、不整合検出部１３３、資産状態予測
部１３４及び状態遷移予測情報記憶部１３５の機能を有する。機器資産管理装置１の上記
各機能は、機器資産管理装置１を制御する機器資産管理プログラムによって実現される機
能モジュールである。機器資産管理プログラムは、後述する機器資産管理装置１のハード
ウェア構成を利用して実行される。機器資産管理プログラムは、機器資産管理装置１に対
して、プログラムを提供するサーバから提供され、又は記録媒体から提供されてもよい。
【００２８】
　保全記録取得部１１１は、保全記録記憶装置５２からフィールド機器の保全記録を取得
する。本実施形態におけるフィールド機器は、プラントに設置されて、保全（メンテナン
ス）対象となる、例えばセンサやアクチュエータであり、保全作業によって、新たにプラ
ントに設置され、設定値等が設定又は変更され、校正され、修理され、若しくは交換され
る機器である。センサは、例えば、プラントのプロセスにおける圧力、温度、ｐＨ、生成
物の流量等の物理量のデータを測定する。保全記録取得部１１１は、フィールド機器に対
するこれらの保全を記録した保全記録を保全記録記憶装置５２から取得する。保全記録記
憶装置５２は、保全記録を記憶した装置であり、例えば、ＣＭＭＳ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒｉ
ｓｅｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ：保全管理シス
テム）である。保全記録には、フィールド機器に対して実施された上記のような保全作業
の内容の記録（アクション記録）、校正が必要なフィールド機器の校正周期、劣化等によ
り使用期限が定められたフィールド機器の使用期限等の情報が含まれる。
【００２９】
　本実施形態においては、保全記録に含まれるアクション記録として以下の４種類を例示
する。
　・設置（Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ）：正常品のプラントへの設置又は交換
　・調整（Ｔｕｎｉｎｇ）：パラメータの設定又は変更
　・校正（Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ）：ゼロ点調整、スパン調整等の入出力調整
　・故障（Ｂｒｅａｋｄｏｗｎ）：故障による使用中止又はオフライン化
　アクション記録には、例えば、フィールド機器のプラントからの取外しを示す「取外し
」（Ｕｎｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ）のアクション記録を含むようにしてもよい。
【００３０】
　保全記録に含まれる校正周期は、フィールド機器の型式によって予め定められている期
間の情報である。但し、校正周期は、前回に校正を実施した日時から算出される次回校正
が必要となる日時の情報であってもよい。
【００３１】
　保全記録に含まれる使用期限は、フィールド機器の型式によって予め定められている使
用期限の日付の情報である。使用期限は、フィールド機器がプラントに設置されていると
きの期限であり、負荷等の使用条件によって変更されてもよい。また、使用期限は、包装
の開封等によって定められる日付の情報であってもよい。
【００３２】
　稼働資産状態集計部１１２は、機器資産管理装置１において管理するプラントに配置さ
れたフィールド機器の稼働資産を集計する。本実施形態において、フィールド機器は、稼
働資産状態と在庫資産状態とを遷移するものとする。新品のフィールド機器は、購買業務
によって購買され、倉庫業務によって倉庫に入庫され予備品在庫として保管される。保管
されたフィールド機器は、新規に設置され又は古いフィールド機器と交換されて稼働状態
となる。稼働状態となったフィールド機器は、故障又は使用期限によって稼働状態ではな
くなり、廃棄等される。新品として購入されて倉庫に保管されているフィールド機器を在
庫資産という。一方、プラントに設置されたフィールド機器を稼働資産という。在庫資産
は、経理処理上の流動資産として管理される。また、稼働資産は、経理処理上の固定資産
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として管理される。稼働資産状態集計部１１２は、プラントに設置されて稼働状態となっ
ているフィールド機器の状態を稼働資産状態として集計する。フィールド機器は、稼働資
産状態として以下に例示する３つの状態を遷移するものとする。
　・フィールド機器が正常に動作可能な正常状態（Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ）
　・フィールド機器が正常に動作不可能な非正常状態（Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｕｎｈｅａｌｔ
ｈｙ）
　・フィールド機器が校正が必要となる校正要求状態（Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑ
ｕｉｒｅｄ）
　なお、稼働資産状態の遷移の詳細は、図２を用いて後述する。
【００３３】
　稼働資産状態記憶部１１３は、稼働資産状態集計部１１２において集計されたフィール
ド機器の稼働資産状態を記憶する。稼働資産状態記憶部１１３は、例えば、機器資産管理
装置１の内部ストレージ又は外部ストレージを利用して稼働資産状態を記憶する。
【００３４】
　在庫資産管理部１２は、納入されて在庫資産となったフィールド機器の資産状態である
在庫資産状態を管理する。フィールド機器は、在庫資産状態として以下に例示する３つの
状態を遷移するものとする。
　・フィールド機器が購買部門において受領されたときの入庫状態（Ｄｅｐｏｔ）
　・フィールド機器が倉庫に保管されたときの在庫状態（Ｉｎｖｅｎｔｏｒｙ）
　・フィールド機器が廃棄されるときの廃棄状態（Ｄｉｓｐｏｓｅｄ）
　なお、在庫資産状態の遷移の詳細は、図２を用いて後述する。
【００３５】
　購買情報取得部１２１は、購買業務支援装置６１から購買情報を取得する。購買業務支
援装置６１は、プラントを含む工場又は会社全体の購買業務を支援する装置であり、プロ
セス製造業向けＥＲＰ（Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｐｌａｎｎｉｎｇ：
経営資源統合）システムにおいて実現することができる。購買情報取得部１２１が取得す
る購買情報は、例えば、購入したフィールド機器が納入されたときの記録である受領記録
や、受領されたフィールド機器が検収者によって検収されたときの記録である検収記録を
含む。
【００３６】
　在庫情報取得部１２２は、倉庫業務支援装置６２から在庫情報を取得する。倉庫業務支
援装置６２は、プラントを含む工場又は会社全体の倉庫業務を支援する装置であり、プロ
セス製造業向けＥＲＰシステムにおいて実現することができる。在庫情報取得部１２２が
取得する在庫情報は、例えば、購入したフィールド機器が倉庫に入庫されたときの記録で
ある入庫記録、入庫されたフィールド機器が出庫されたときの記録である出庫記録、又は
、フィールド機器の保管期限の情報を含む。保管期限は、フィールド機器の型式によって
予め定められている保管期限の日付の情報である。使用期限が、フィールド機器がプラン
トに設置されて稼働状態における劣化を規定するのに対して、保管期限は倉庫に保管され
ている状態における劣化を規定する点において異なる。保管期限は、例えば使用期限と同
様に保全記録記憶装置５２等から取得するようにしてもよい。
【００３７】
　なお、本実施形態における「出庫」とは、倉庫に保管されて在庫状態にあるフィールド
機器が保全作業者に対して出庫されることをいう。出庫されたフィールド機器は、保全作
業者によってプラントに設置される。すなわち、出庫されたフィールド機器の資産状態は
、在庫資産状態から稼働資産状態に遷移するものとする。
【００３８】
　また、本実施形態における「倉庫」とは、例えば保管用のラックや棚等の物理的な機器
を意味するものではなく、フィールド機器を保管状態とする仮想的な倉庫を意味する。し
たがって、購入したフィールド機器が運搬されてラック等に置かれることなく保全作業者
に渡される場合であっても、フィールド機器は運搬中において倉庫に一度入庫される在庫
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状態から出庫されるものとする。すなわち、入庫とは、保全作業者に対してフィールド機
器を渡せる状態にすることをいい、出庫とは、保全作業者に対してフィールド機器を渡し
てプラントに設置できる状態にすることをいう。出庫されたフィールド機器は、原則、保
全作業者が保管することなく、プラントに設置されて稼働資産となる。
【００３９】
　保全情報取得部１２３は、保全業務支援装置６３から保全情報を取得する。保全業務支
援装置６３は、プラントを含む工場又は全体の保全業務を支援する装置であり、プロセス
製造業向けＥＲＰシステムにおいて実現することができる。保全情報取得部１２３が取得
する保全情報は、例えば、フィールド機器が故障又は使用期限に経過によって廃棄される
ときの記録である廃棄記録や、使用期限の情報を含む。使用期限の情報は、保全記録記憶
装置５２から取得される保全記録に含まれる使用期限の情報と同様である。したがって、
保全情報取得部１２３は、使用期限の情報を保全業務支援装置６３から取得する代わりに
、保全記録記憶装置５２から取得するようにしてもよい。
【００４０】
　なお、図１においては、購買業務支援装置６１、倉庫業務支援装置６２及び保全業務支
援装置６３のそれぞれの異なる装置として説明した。しかし、購買業務支援装置６１、倉
庫業務支援装置６２及び保全業務支援装置６３はいずれか２以上の装置が組み合わされた
ものであってもよい。また、購買業務支援装置６１、倉庫業務支援装置６２及び保全業務
支援装置６３は、それぞれ説明した記録等の情報を提供する機能を有するものであればよ
く、それぞれの装置の他の機能の有無や名称については任意である。
【００４１】
　在庫資産状態集計部１２４は、機器資産管理装置１において管理するプラントに配置さ
れるフィールド機器の在庫資産を集計する。在庫資産状態集計部１２４は、それぞれのフ
ィールド機器が、上記いずれの在庫資産状態（入庫状態、在庫状態、あるいは廃棄状態）
であるかを集計する。
【００４２】
　在庫資産状態記憶部１２５は、在庫資産状態集計部１２４において集計されたフィール
ド機器の在庫資産状態を記憶する。在庫資産状態記憶部１２５は、例えば、機器資産管理
装置１の内部ストレージ又は外部ストレージを利用して在庫資産状態を記憶する。
【００４３】
　機器資産管理部１３は、稼働資産管理部１１で管理される稼働資産と、在庫資産管理部
１２で管理される在庫資産とを合わせた「機器資産」を管理する。以下、「機器資産」と
いう場合、稼働資産及び在庫資産の両方を合わせたものとして説明する。
【００４４】
　資産状態遷移部１３１は、フィールド機器に対して実施された保全作業の情報である保
全記録に基づき、稼働資産状態を遷移（変化）させ、かつ、フィールド機器の入出庫の情
報に基づき、在庫資産状態を遷移させる。稼働資産状態と在庫資産状態を合わせたものを
、以下「機器資産状態」という。また、稼働資産状態又は在庫資産状態の区別をしない場
合「資産状態」という場合がある。資産状態遷移部１３１による機器資産状態の遷移の詳
細は、図２を用いて後述する。
【００４５】
　資産状態表示部１３２は、フィールド機器の稼働資産状態と在庫資産状態（機器資産状
態）を生成して表示する。資産状態表示部１３２は、機器資産状態を状態遷移図で表示す
る。状態遷移図とは、状態の遷移のモデルを表現した図であり、本実施形態においては、
状態の遷移を表現するものであれば、グラフィカルな表示（図２で例示）であるか表形式
（図３、図４等で例示）であるか数式であるかの別を問わない。状態遷移図には、例えば
、ムーア・マシン、ミーリマシン、ＵＭＬ（Ｕｎｉｆｉｅｄ　Ｍｏｄｅｌｉｎｇ　Ｌａｎ
ｇｕａｇｅ）状態遷移図、状態遷移表等の表現方法を含む。資産状態表示部１３２は、生
成した状態遷移図を、例えばディスプレイ等の表示装置に表示する。資産状態表示部１３
２は、生成した状態遷移図を、プリンタ等に印字出力するものであってもよい。
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【００４６】
　不整合検出部１３３は、稼働資産状態と在庫資産状態の不整合を検出する。上述のよう
に、新規に購入されたフィールド機器の資産状態は在庫資産状態から稼働資産状態に遷移
するため、フィールド機器の資産状態は在庫資産状態と稼働資産状態のいずれかの状態に
なる。在庫資産状態は、フィールド機器の入出庫の情報に基づき遷移する。また、稼働資
産状態は、保全記録に基づき遷移する。したがって、１つのフィールド機器においては、
在庫資産状態と稼働資産状態とが一致して記憶されている、しかし、在庫資産状態又は稼
働資産状態を遷移させる情報が取得されなかった場合、在庫資産状態と稼働資産状態との
間で不整合が発生することになる。例えば、保全作業者が出庫記録を残さないまま倉庫に
保管されているフィールド機器をプラントに設置した場合、１つのフィールド機器が在庫
資産状態と稼働資産状態の両方を有することになって不整合が発生する。また、保全作業
者がプラントから取り外して一度廃棄したフィールド機器を、オフラインで修理して再度
プラントに取付けた場合、在庫資産状態からの遷移ではない稼働資産状態が発生して不整
合が発生する。不整合検出部１３３は、在庫資産状態と稼働資産状態とを比較することに
より両者の不整合を容易に検出することが可能となる。
【００４７】
　資産状態予測部１３４は、状態遷移予測情報に基づき、資産状態の遷移を予測する。状
態遷移予測情報とは、フィールド機器の型式（モデル）と、在庫資産状態又は稼働資産状
態の遷移の予測とを対応付けて記録した情報である。本実施形態においては、状態遷移予
測情報として、フィールド機器の校正周期に基づき、稼働資産状態が校正要求状態（Ｃａ
ｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）に遷移する予測、フィールド機器の使用期限に
基づき、稼働資産状態から廃棄状態（Ｄｉｓｐｏｓｅｄ）に遷移する予測、及びフィール
ド機器の保管期限に基づき在庫資産状態が廃棄状態（Ｄｉｓｐｏｓｅｄ）に遷移する予測
を例示する。状態遷移予測情報の詳細は、図６を用いて後述する。
【００４８】
　状態遷移予測情報記憶部１３５は、上述した状態遷移予測情報を記憶する。状態遷移予
測情報記憶部１３５は、例えば、機器資産管理装置１の内部ストレージ又は外部ストレー
ジを利用して状態遷移予測情報を記憶する。
【００４９】
　なお、機器資産管理装置１の、稼働資産管理部１１、在庫資産管理部１２及び機器資産
管理部１３の各機能、稼働資産管理部１１の、保全記録取得部１１１、稼働資産状態集計
部１１２及び稼働資産状態記憶部１１３の各機能、在庫資産管理部１２の、購買情報取得
部１２１、在庫情報取得部１２２、保全情報取得部１２３、在庫資産状態集計部１２４及
び在庫資産状態記憶部１２５の各機能、機器資産管理部１３の、資産状態遷移部１３１、
資産状態表示部１３２、不整合検出部１３３、資産状態予測部１３４及び状態遷移予測情
報記憶部１３５の各機能は、ソフトウェアによって実現される場合を説明した。しかし、
上記各機能の中の１つ以上の機能は、ハードウェアによって実現されるものであっても良
い。また、上記各機能は、１つの機能を複数の機能に分割して実施してもよい。また、上
記各機能は、２つ以上の機能を１つの機能に集約して実施してもよい。
【００５０】
　次に、図２を用いて、機器資産状態の状態遷移を説明する。図２は、実施形態の機器資
産管理装置における機器資産状態の状態遷移の一例を示す状態遷移図である。
【００５１】
　図２において、機器資産状態は、上述した通り、稼働資産状態と在庫資産状態の２つの
状態を有する。稼働資産状態は、正常状態（Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ）ａ１、非
正常状態（Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｕｎｈｅａｌｔｈｙ）ａ２、及び校正要求状態（Ｃａｌｉｂ
ｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）ａ３の状態を有する。また、在庫資産状態は、入庫状
態（Ｄｅｐｏｔ）ｂ１、在庫状態（Ｉｎｖｅｎｔｏｒｙ）ｂ２、及び廃棄状態（Ｄｉｓｐ
ｏｓｅｄ）ｂ３の状態を有する。
【００５２】
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　図２に示す状態遷移図の状態は、それぞれのフィールド機器において個別に遷移する。
すなわち、それぞれのフィールド機器はそれぞれの機器資産状態を有する。機器資産状態
の状態遷移は、図１の資産状態遷移部１３１において実行される。
【００５３】
　先ず、購買業務支援装置６１から、フィールド機器が購買部門において受領されたこと
を示す受領記録を取得したときに、機器資産状態は入庫状態ｂ１に遷移する。受領記録に
は、少なくともフィールド機器を識別するための情報（資産ＩＤ）を含む。資産ＩＤ（Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）は、それぞれのフィールド機器の機器資産状態を管理する
ために利用される。受領記録には、フィールド機器を受領した日時の情報が含まれていて
もよい。
【００５４】
　入庫状態ｂ１の機器資産状態において、倉庫業務支援装置６２から、フィールド機器が
倉庫に保管されて在庫状態になったことを示す入庫記録を取得したときに、機器資産状態
は在庫状態ｂ２に遷移する。在庫状態ｂ２は、フィールド機器がメンテナンス作業者に対
して出庫可能な状態である。入庫記録は、例えば、倉庫作業者によってフィールド機器が
入庫されてことを確認されたときに記録される。
【００５５】
　在庫状態ｂ２の機器資産状態において、フィールド機器をプラントに設置したときに、
機器資産状態は正常状態ａ１に遷移する。フィールド機器をプラントに設置したことは、
例えば、倉庫業務支援装置６２から、フィールド機器が在庫状態から保全作業者に渡され
たことを示す出庫記録を取得したことによって認識することができる。すなわち、出庫さ
れたフィールド機器が必ずプラントに設置される場合、出庫記録の取得をフィールド機器
の設置とみなすことが可能となる。正常状態ａ１は、フィールド機器がプラントに設置（
Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ）されて正常に動作可能な状態である。機器資産状態が在庫状
態ｂ２から正常状態ａ１に遷移することにより、そのフィールド機器の資産状態は、在庫
資産状態から稼働資産状態に遷移したことになる。出庫記録は、例えば、倉庫作業者によ
ってフィールド機器が出庫されてことを確認されたときに記録される。なお、図２におい
ては、出庫記録の取得をフィールド機器のプラントへの設置とみなす場合を示しているが
、フィールド機器のプラントへの設置は、他の方法によって認識されてもよい。例えば、
フィールド機器がフィールド機器が接続されるネットワークで検出されたことによってフ
ィールド機器の接続が認識されるようにしてもよい。また、保全業務支援装置６３から、
設置完了を示す情報を取得することによりフィールド機器の接続が認識されてもよい。
【００５６】
　また、図２においては、出庫されたフィールド機器が必ずプラントに設置される場合を
例示しているが、例えば、保全作業者が設置前にフィールド機器を所有している状態（ロ
ーカルストレージ状態）を在庫資産状態に定義するようにしてもよい。プラントを停止し
て定期的に実施される保全作業においては、保全作業者は交換するフィールド機器を予め
準備してローカルストレージ状態としておく場合がある。図２は機器資産状態の状態遷移
の一例であり、定義する資産状態はフィールド機器の保全方法に合せて適宜定めることが
できる。
【００５７】
　一方、在庫状態ｂ２の機器資産状態において、フィールド機器の保管期限が経過したと
きには、機器資産状態は廃棄状態ｂ３に遷移する。廃棄状態ｂ３は、フィールド機器が廃
棄され、資産管理が不要となる状態である。廃棄状態ｂ３となったフィールド機器は、例
えば、資産管理の帳簿上（不図示）から除却される。プラントにおいてはプラントの稼働
率を向上させるためにフィールド機器の予備品を在庫状態ｂ２としておくことがある。保
管期限によって在庫資産状態を管理することにより、在庫資産状態のまま廃棄される資産
の状況を容易に把握することができる。
【００５８】
　正常状態ａ１の機器資産状態において、保全記録記憶装置５２から、フィールド機器が
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故障したことを示すアクション記録を取得したときに、機器資産状態は非正常状態ａ２に
遷移する。非正常状態ａ２は、フィールド機器が正常に動作不可能な状態である。プラン
トに設置されたフィールド機器は、故障しても直ちに交換されず、オフラインとされて次
のプラントの定期修理等による停止までそのまま設置されている場合がある。仮想資産状
態として非正常状態ａ２を定義することにより、故障したまま設置されているフィールド
機器の資産を管理することが可能となる。
【００５９】
　正常状態ａ１の機器資産状態において、フィールド機器の校正周期が経過したときには
、機器資産状態は校正要求状態ａ３に遷移する。校正周期の情報は、保全記録記憶装置５
２から取得することができる。校正要求状態ａ３は、フィールド機器が校正が必要となる
状態である。フィールド機器は、使用状況等によってゼロ点やスパンがずれる場合がある
。校正周期は、フィールド機器の型式、フィールド機器の使用状況、法定点検の必要性等
によって予め定めておくことができる。校正要求状態ａ３となったフィールド機器は、保
全作業者によって校正の保全作業が実施される。校正要求状態ａ３を管理することにより
、フィールド機器の保全を容易に計画することができる。
【００６０】
　校正要求状態ａ３の機器資産状態において、保全業務支援装置６３からフィールド機器
の校正が合格であることを示すアクション記録を取得したときは、機器資産状態は再び正
常状態ａ１に遷移する。すなわち、プラントに設置されて稼働資産状態となったフィール
ド機器は、正常状態ａ１と校正要求状態ａ３との間を遷移しながら使用されることになる
。フィールド機器の校正は、フィールド機器をプラントに設置したまま行なう校正方法と
、フィールド機器をプラントから取り外して行なう校正方法がある。図２においては、フ
ィールド機器をプラントから取り外して行なう校正方法を行なう場合であっても、校正に
合格したフィールド機器はそのまま稼働資産状態として正常状態ａ１に遷移するものとす
る。すなわち、校正に合格したフィールド機器を一旦ローカルストレージ状態とする運用
は行わないものとする。
【００６１】
　一方、校正要求状態ａ３の機器資産状態において、保全業務支援装置６３からフィール
ド機器の校正が不合格であることを示すアクション記録を取得したときは、機器資産状態
は廃棄状態ｂ３に遷移する。
【００６２】
　また、正常状態ａ１の機器資産状態において、フィールド機器の使用期限が経過したと
きには、機器資産状態は廃棄状態ｂ３に遷移する。使用期限の情報は、保全業務支援装置
６３から取得することができる。
【００６３】
　また、非正常状態ａ２の機器資産状態において、保全業務支援装置６３（又は倉庫業務
支援装置６２）からフィールド機器が廃棄されたことを示す廃棄記録を取得したときにも
、機器資産状態は廃棄状態ｂ３に遷移する。廃棄状態ｂ３に遷移することにより、フィー
ルド機器は稼働資産状態から在庫資産状態に遷移することになるので、稼働資産状態のレ
コードは削除される。なお、非正常状態ａ２から廃棄状態ｂ３への遷移は、例えば、保全
業務支援装置６３からフィールド機器がプラントから取り外されたことを示す「取外し」
（Ｕｎｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ）のアクション記録を受信することによって行われても
よい。
【００６４】
　図２に示す状態遷移図は、図１で説明した資産状態表示部１３２によって、例えばディ
スプレイに表示される。状態遷移図は、個々のフィールド機器について個別に表示するよ
うにしてもよく、また、複数のフィールド機器を一の状態遷移図に表示するようにしても
よい、また、状態遷移図で定義される資産状態の定義や追加は、例えば、資産状態遷移部
１３１において実行できるようにしてもよい。フィールド機器の資産状態を状態遷移図で
確認することにより、フィールド機器の資産管理を容易にすることが可能となる。
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【００６５】
　次に、図３を用いて、稼働資産状態の遷移について説明する。図３は、実施形態の機器
資産管理装置における稼働資産状態の遷移の一例を示す図である。
【００６６】
　図３において、図３（Ａ）は、保全記録を示す。保全記録は、「資産ＩＤ」、「日時」
及び「アクション」のデータ項目を有する。保全記録の各行が１つのフィールド機器のレ
コードを示している。
【００６７】
　「資産ＩＤ」のデータ項目は、フィールド機器を一意に識別するための情報であり、例
えば、フィールド機器が受領されたときに付与される。本実施形態では、それぞれのフィ
ールド機器は資産ＩＤで資産状態が管理されるものとする。なお、フィールド機器をプラ
ント内において識別する情報としては、例えばタグＩＤが存在するが、タグＩＤは交換さ
れたフィールド機器において同一のＩＤが使用されることが多く、また、プラントに設置
されるときに設定されるパラメータであるため、在庫資産状態を含む資産管理する情報と
して適さない場合がある。
【００６８】
　「日時」のデータ項目は、保全記録においてそれぞれのフィールド機器のレコードが記
録された日時である（図３（Ａ）においては時間の記載を省略）。保全記録は、日時の順
番で記録されていく。
【００６９】
　「アクション」のデータ項目は、保全作業者が実施した保全作業の内容を示すアクショ
ン記録の情報である。アクションのデータ項目には、正常品であるフィールド機器のプラ
ントへの設置作業又は交換作業を示す「Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ（設置）」、フィール
ド機器のパラメータの設定作業又は変更作業を示す「Ｔｕｎｉｎｇ（調整）」、フィール
ド機器の校正作業を示す「Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ（校正）」、フィールド機器の故障に
よる使用中止化作業又はオフライン化作業を示す「Ｂｒｅａｋｄｏｗｎ（故障）」等の内
容が記録される。「アクション」のデータ項目には、上述のように、フィールド機器のプ
ラントからの取外しを示す「Ｕｎｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ（取外し）」のアクションを
含んでいてもよい。
【００７０】
　なお、稼働資産状態を遷移させる情報としては、上述の通り、フィールド機器の校正周
期と使用期限の情報が使用される。図３（Ａ）においては、「アクション」のデータ項目
にこれらの情報が含まれてもよい旨を示している。図示する（Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　
Ｃｙｃｌｅ）は、校正周期の情報を示している。
【００７１】
　図３（Ｂ）は、図３（Ａ）のそれぞれの記録（レコード）に対応した稼働資産状態の遷
移を示している。稼働資産状態は、「資産ＩＤ」、「状態推移日」及び「状態」のデータ
項目を有する。「資産ＩＤ」のデータ項目は図３（Ａ）と同様であるため説明を省略する
。
【００７２】
　「状態遷移日」のデータ項目は、図３（Ａ）の「日時」のデータ項目に対応し、保全記
録によって稼働資産状態が遷移した日を表している。但し、状態遷移日は、保全記録の記
録日時と異なっていてもよい。例えば、保全記録の取得がリアルタイムで行われない場合
、稼働資産の状態遷移は保全記録の取得日時によって影響を受ける。
【００７３】
　「状態」のデータ項目は、「アクション」のデータ項目に対応した稼働資産状態の遷移
先の状態を示している。例えば、５月１２日において、「資産ＩＤ」が「１２３４」のフ
ィールド機器は、「Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ（設置）」に対応して、「状態」が「Ｗｏ
ｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）」に遷移したことを示している。また、５月１
３日において、同フィールド機器は、「Ｔｕｎｉｎｇ（調整）」に対応して、「状態」が
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「Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）」に遷移したこと（状態の遷移無し）を
示している。また、８月１２日において、同フィールド機器は、「Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏ
ｎ　Ｃｙｃｌｅ（校正周期）」に対応して、「状態」が「Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｑｕｉｒｅｄ（校正要求状態）」に遷移したことを示している。「アクション」のデータ
項目にフィールド機器のプラントからの取外しを示す「Ｕｎｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ（
取外し）」のアクションを含む場合、稼働資産状態のレコードを消去するように稼働資産
状態を遷移させてもよい。
【００７４】
　なお、図３においては、図３（Ａ）の保全記録の１レコードに対応して、それぞれ図３
（Ｂ）の稼働資産状態が遷移する場合を示したが、例えば、複数の保全記録のレコードに
対応して稼働資産状態が遷移するようにしてもよい。例えば、保全記録が「Ａ１」と「Ａ
２」が成立したときに稼働資産状態が「Ｂ１」に遷移し、保全記録が「Ａ１」と「Ａ３」
が成立したときに稼働資産状態が「Ｂ２」に遷移するようにしてもよい。
【００７５】
　次に、図４を用いて、在庫資産状態の遷移について説明する。図４は、実施形態の機器
資産管理装置１における在庫資産状態の遷移の一例を示す図である。
【００７６】
　図４において、図４（Ａ）は、購買情報を示す。購買情報は、購買情報取得部１２１に
よって購買業務支援装置６１から取得される。購買情報は、「資産ＩＤ」、「日時」及び
「記録」のデータ項目を有する。購買情報の各行が１つのフィールド機器のレコードを示
している。「記録」のデータ項目には、フィールド機器が受領されたときの受領記録が記
録される。
【００７７】
　図４（Ｂ）は、在庫情報を示す。在庫情報は、在庫情報取得部１２２によって倉庫業務
支援装置６２から取得される。在庫情報は、「資産ＩＤ」、「日時」及び「記録」のデー
タ項目を有する。在庫情報の各行が１つのフィールド機器のレコードを示している。「記
録」のデータ項目には、フィールド機器が入庫されたときの入庫記録と、出庫されたとき
の出庫記録が記録される。
【００７８】
　図４（Ｃ）は、保全情報を示す。保全情報は、保全情報取得部１２３によって保全業務
支援装置６３から取得される。保全情報は、「資産ＩＤ」、「日時」及び「記録」のデー
タ項目を有する。保全情報の各行が１つのフィールド機器のレコードを示している。「記
録」のデータ項目には、フィールド機器が廃棄されたときの廃棄記録が記録される。
【００７９】
　図４（Ｄ）は、図４（Ａ）～図４（Ｃ）のそれぞれの記録（レコード）に対応した在庫
資産状態の遷移先を示している。在庫資産状態は、「資産ＩＤ」、「状態遷移日」及び「
状態」のデータ項目を有する。
【００８０】
　「状態遷移日」のデータ項目は、図４（Ａ）～図４（Ｃ）の「記録」のデータ項目の取
得に対応して、在庫資産状態が遷移した日を表している。但し、状態遷移日は、図４（Ａ
）～図４（Ｃ）の「日時」のデータ項目の日時と異なっていてもよい。例えば、購買情報
等の取得がリアルタイムで行われない場合、在庫資産の状態遷移は購買情報等の取得日時
によって影響を受ける。
【００８１】
　「状態」のデータ項目は、「記録」のデータ項目に対応した在庫資産状態の遷移先の状
態を示している。例えば、５月９日において、「資産ＩＤ」が「１２３４」のフィールド
機器は、「受領記録」に対応して、「状態」が「Ｄｅｐｏｔ（入庫状態）」に遷移したこ
とを示している。また、５月１０日において、同フィールド機器は、「入庫記録」に対応
して、「状態」が「Ｉｎｖｅｎｔｏｒｙ（在庫状態）」に遷移したことを示している。ま
た、５月１２日において、同フィールド機器は、「出庫記録」に対応して、「状態」が「
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Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）」に遷移したことを示している。遷移先の
「正常状態」は、稼働資産状態である。また、１０月１４日において、同フィールド機器
は、「廃棄記録」に対応して、「状態」が「Ｄｉｓｐｏｓｅｄ（廃棄状態）」に遷移した
ことを示している。
【００８２】
　なお、図４においては、図４（Ａ）～図４（Ｃ）の各情報の１レコードに対応して、そ
れぞれ図４（Ｄ）の在庫資産状態が遷移する場合を示したが、例えば、複数の保全記録の
レコードに対応して稼働資産状態が遷移するようにしてもよい。
【００８３】
　次に、図５を用いて、稼働資産状態と在庫資産状態の不整合の検出方法を説明する。図
５は、実施形態の機器資産管理装置１における稼働資産状態と在庫資産状態の不整合の検
出方法の一例を示す図である。
【００８４】
　図５において、図５（Ａ）は、図３（Ｂ）で説明した稼働資産状態である。また、図５
（Ｂ）は、図４（Ｄ）で説明した在庫資産状態である。
【００８５】
　稼働資産状態と在庫資産状態の不整合の検出は、同じ資産ＩＤを有するフィールド機器
の資産状態が稼働資産状態と在庫資産状態とで不整合となっているかどうかで検出するこ
とができる。例えば、５月１２日において、在庫資産状態は、出庫記録によって遷移先が
「Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）」であると記録されている。稼働資産状
態においても同日、同フィールド機器が「Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）
」になっていると記録されているため、稼働資産状態と在庫資産状態は整合していると検
出される。
【００８６】
　一方、１０月１４日において、同フィールド機器は、在庫資産状態において「Ｄｉｓｐ
ｏｓｅｄ（廃棄状態）」に遷移したことが記録されているが、稼働資産状態においては、
「Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｕｎｈｅａｌｔｈｙ（非正常状態）」が記録されており、稼働資産状
態と在庫資産状態の不整合が検出される。この不整合は、例えば保全作業者が保全業務支
援装置６３（又は倉庫業務支援装置６２）に対して、同フィールド機器の廃棄を記録して
いないことが原因で発生する。廃棄が記録されていない場合、機器資産管理装置１は廃棄
記録を取得することができないため、稼働資産状態の非正常状態のレコードが削除されず
に残ってしまい、在庫資産状態との不整合が発生する。図１の不整合検出部１３３は、同
じ資産ＩＤのフィールド機器における稼働資産状態と在庫資産状態を比較することにより
不整合を検出する。図５においては、資産ＩＤが「１２３４」と「３４５６」の２つのフ
ィールド機器についての資産状態の不整合を検出する場合を示したが、大規模なプラント
においては、複数の保全作業者が複数のフィールド機器を保全するため、紙の保全記録に
よる資産状態の管理が困難になる場合がある。図５に示したように資産状態の不整合を自
動的に検出することにより、フィールド機器の数が多い場合であっても資産状態の管理を
容易にすることができる。
【００８７】
　次に、図６を用いて、状態遷移予測情報を説明する。図６は、実施形態の機器資産管理
装置１における状態遷移予測情報の一例を示す図である。
【００８８】
　図６において、状態遷移予測情報は、「モデル」、「事象」、「状態（Ｆｒｏｍ）」、
「状態（Ｔｏ）」、「状態遷移予測日数」及び「確率」のデータ項目を有する。
【００８９】
　状態遷移予測情報は、それぞれのモデルのフィールド機器について予測される資産状態
の状態遷移を、遷移が予測される日数と確率において予測するための基礎情報である。資
産状態予測部１３４は、状態遷移予測情報に基づき、それぞれのフィールド機器の資産状
態の遷移を予測する。



(15) JP 6597579 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

【００９０】
　「モデル」のデータ項目は、フィールド機器のモデル名であり、それぞれの機器の型式
に応じて付与されている。モデルの情報は、ネットワークを介してフィールド機器から取
得することができる。
【００９１】
　「事象」のデータ項目には、遷移が発生する要因の情報が入力される。「事象」は、例
えば、「校正周期」、「校正実施」、「保管期限」あるいは「使用期限」の情報である。
例えば、「事象」が「校正周期」の場合、校正周期が経過したことを要因として状態の遷
移が発生する。「校正実施」の場合、校正を実施したことを要因として状態の遷移が発生
する。
【００９２】
　「状態（Ｆｒｏｍ）」のデータ項目と「状態（Ｔｏ）」のデータ項目には、遷移元の状
態と遷移先の状態の情報が入力される。
【００９３】
　「状態遷移予測日数」は、「事象」のデータ項目の事象によって状態が遷移するまでの
予測日数である。予測日数は、例えば、フィールド機器のモデルによって予め定められた
日数、または保全記録に基づく実績から算出された日数である。
【００９４】
　「確率」のデータ項目は、事象における状態遷移が発生する確率である。１つの状態か
ら複数の状態に遷移する状態遷移においては、それぞれの状態遷移の確率が設定される。
【００９５】
　例えば、１行目は、「モデル」が「Ｔｙｐｅ０１」のフィールド機器において、「事象
」が「校正周期」である場合の状態遷移予測であり、「状態（Ｆｒｏｍ）」が「Ｗｏｒｋ
ｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）」の状態から、「状態（Ｔｏ）」が「Ｃａｌｉｂｒ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ（校正要求状態）」に遷移する「状態遷移予測日数」が「
１８０」日であることを示している。校正周期は、期間の経過によって必ず発生する（確
率計算が不要な）事象であるため、「確率」には数値が入力されていない。すなわち、状
態遷移予測情報において、Ｔｙｐｅ０１のフィールド機器は、校正周期である１８０日の
経過を要因として、正常状態から校正要求状態に状態が遷移することを表している。
【００９６】
　また、２行目と３行目は、「モデル」が「Ｔｙｐｅ０１」のフィールド機器において、
「事象」が「校正実施」である場合の状態遷移予測である。２行目において、「状態（Ｆ
ｒｏｍ）」が「Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ（校正要求状態）」の状態か
ら、校正の合格によって、「状態（Ｔｏ）」が「Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｈｅａｌｔｈｙ（正常
状態）」の状態に遷移する「確率」が「８０％」であることを示している。一方、３行目
において、「状態（Ｆｒｏｍ）」が「Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ（校正
要求状態）」の状態から、校正の不合格によって、「状態（Ｔｏ）」が「Ｄｉｓｐｏｓｅ
ｄ（廃棄状態）」の状態に遷移する「確率」が「２０％」であることを示している。校正
の結果が合格であるか不合格であるかは校正実施の後直ちに判明するので「状態遷移予測
日数」は「０」日となる。なお、校正実施においては、校正の結果が合格又は不合格とな
るため、「校正要求状態」は、必ず「正常状態」（８０％）あるいは「廃棄状態」（２０
％）のいずれかになる（８０％＋２０％＝１００％）が、例えば、１回の校正実施におい
ては校正の合否が判断できない場合、校正要求状態の状態を維持する確率を設定するよう
にしてもよい。
【００９７】
　４行目は、「モデル」が「Ｔｙｐｅ０２」のフィールド機器において、「事象」が「保
管期限」である場合の状態遷移予測であり、「状態（Ｆｒｏｍ）」が「Ｄｅｐｏｔ（入庫
状態）」の状態から、「状態（Ｔｏ）」が「Ｄｉｓｐｏｓｅｄ（廃棄状態）」に遷移する
「状態遷移予測日数」が「７２０」日であることを示している。「確率」は、図６におい
ては「１００％」としている。しかし、保管期限は校正周期とは異なり、期間を経過して



(16) JP 6597579 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

も目視等によって使用可能と判断される場合がある。その場合、例えば、「状態（Ｔｏ）
」が「廃棄状態」となる「確率」を「６０％」として、別の行において「校正要求状態」
となる「確率」を「４０％」等とすることができる。
【００９８】
　５行目は、「モデル」が「Ｔｙｐｅ０２」のフィールド機器において、「事象」が「使
用期限」である場合の状態遷移予測であり、「状態（Ｆｒｏｍ）」が「Ｗｏｒｋｉｎｇ　
Ｈｅａｌｔｈｙ（正常状態）」の状態から、「状態（Ｔｏ）」が「Ｄｉｓｐｏｓｅｄ（廃
棄状態）」に遷移する「状態遷移予測日数」が「１８０」日であることを示している。使
用期限においても保管期限と同様に「校正要求状態」となる確率を設定してもよい。
【００９９】
　状態遷移予測情報に基づいて資産状態の遷移を予測することができるので、例えば現在
プラントで稼働しているフィールド機器が将来的にどれくらい廃棄状態となり交換が必要
になるかの予測を立てることが可能となる。これにより、フィールド機器の保全において
予備品購入の予算立案が可能になり、フィールド機器の資産管理が容易になる。
【０１００】
　次に、図７を用いて、機器資産管理装置１のハードウェア構成を説明する。図７は、実
施形態における機器資産管理装置１のハードウェア構成の一例を示すブロック図である。
【０１０１】
　図７において、機器資産管理装置１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）１０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄ
ｒｉｖｅ）１０４、表示装置１０５、入力装置１０６、通信Ｉ／Ｆ（Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）１０７、通信Ｉ／Ｆ１０８及びこれらを接続するバス１０９を有する。
【０１０２】
　機器資産管理装置１は、例えば、サーバ装置、デスクトップ型ＰＣ等の汎用コンピュー
タ、ＦＡコンピュータ、ＰＬＣ等の装置、ノート型又はタブレット型のコンピュータ、Ｐ
ＤＡ、又はスマートフォン等である。機器資産管理装置１のハードウェアは、単体装置と
して構成されてもよく、また、複数の装置の組合わせで構成されるシステムであってもよ
い。また、機器資産管理装置１は、他の装置とハードウェアを共用するものであってもよ
い。
【０１０３】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０２、ＲＯＭ１０３又はＨＤＤ１０４に記憶されたプログラ
ムを実行することにより、機器資産管理装置１の制御を行なう。ＣＰＵ１０１は、機器資
産管理装置１の動作を実現するための機器資産管理プログラムを実行する。機器資産管理
プログラムは、例えば、機器資産管理プログラムを記録した記録媒体、又はネットワーク
を介した機器資産管理プログラムを提供するサーバ等から取得されて、ＨＤＤ１０４にイ
ンストールされ、ＣＰＵ１０１から読出し可能にＲＡＭ１０２に記憶される。
【０１０４】
　表示装置１０５は、表示機能を有する例えば液晶ディスプレイである。表示装置１０５
は、ヘッドマウント型ディスプレイ、メガネ型ディスプレイ、腕時計型ディスプレイ等の
種々の形態によって実現されてもよい。入力装置１０６は、入力機能を有する例えばキー
ボード又はマウスである。入力装置１０６は、音声情報を入力するマイク、画像情報を入
力するカメラ又はスキャナ等であってもよい。なお、表示装置１０５と入力装置１０６は
、タッチパネル等、表示機能と入力機能を有する装置によって実現されてもよい。
【０１０５】
　通信Ｉ／Ｆ１０７は、有線通信又は無線通信を介して、後述する製造実行システム５、
運転制御装置４、保全機器３等の他の装置との通信を制御する。通信Ｉ／Ｆ１０７は、接
続された他の装置と、データ送受信、音声通話又はメール送受信等の通信制御を行なう。
通信Ｉ／Ｆ１０７は、例えば、無線ＬＡＮ通信、有線ＬＡＮ通信、赤外線通信、近距離無
線通信等の汎用通信規格に対応した通信制御を行なう。
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【０１０６】
　通信Ｉ／Ｆ１０８は、有線通信又は無線通信を介して、運転制御装置４、保全機器３、
図示しないフィールド機器等の他の装置との通信を制御する。通信Ｉ／Ｆ１０８は、例え
ば、ＩＳＡ１００、ＨＡＲＴ（登録商標）、ＢＲＡＩＮ（登録商標）、ＦＯＵＮＤＡＴＩ
ＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓ、ＰＲＯＦＩＢＵＳ等のフィールド通信規格に対応した通信制御
を行なう。
【０１０７】
　次に、図８を用いて、機器資産管理装置１を含む機器資産管理システムを説明する。図
８は、実施形態の機器資産管理装置１を含む機器資産管理システムの一例を示すブロック
図である。
【０１０８】
　図１において説明した機器資産管理装置１の各機能の構成は、各機能の内容を説明する
ものであり、各機能が実行されるハードウェアとしての装置を限定するものではない。例
えば、機器資産管理装置１は、一の装置で実行されても複数の装置を含むシステムで実行
されてもよい。また、機器資産管理装置１の各機能は複数の装置において分散されて実行
されてもよい。複数の装置の一部は、例えばクラウドコンピューティングで実現されるク
ラウドサービスで実行されてもよい。図８で説明する機器資産管理装置１を含む機器資産
管理システム１００は、図１で説明した機器資産管理装置１が情報取得する保全記録記憶
装置５２等の機能をプラントシステムにおいて配置した場合の実施形態である。機器資産
管理装置１の機能は機器資産管理システム１００のいずれの装置に分散させてもよい。す
なわち、機器資産管理システム１００は、機器資産管理装置１の一実施形態である。
【０１０９】
　図８において、機器資産管理システム１００は、機器資産管理装置１、フィールド機器
２、保全機器３、運転制御装置４、製造実行システム５、基幹業務システム６を有する。
【０１１０】
　機器資産管理装置１は、稼働資産管理部１１、在庫資産管理部１２及び機器資産管理部
１３の機能を有し、製造実行システム５及び基幹業務システム６と通信可能に接続されて
いる。
【０１１１】
　フィールド機器２は、例えば、ＩＳＡ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ
　ｏｆ　Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ：国際計測制御学会）の無線通信規格であるＩＳＡ１００
、ＨＡＲＴ（Ｈｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａｎｓｄｕ
ｃｅｒ）（登録商標）、ＢＲＡＩＮ（登録商標）、ＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂ
ｕｓ、ＰＲＯＦＩＢＵＳ等の工業計器専用の通信規格に対応した通信機能を有して。運転
制御装置４と通信する。フィールド機器２は、センサ等によって取得したプロセスデータ
を運転制御装置４に対して提供する。図８においてフィールド機器２は、これらの通信規
格で通信する１又は複数のフィールド機器を省略して表している。
【０１１２】
　保全機器３は、フィールド機器２の保全作業を実施する機器である。保全機器３は、例
えば、フィールド機器２の定期点検、フィールド機器に設定されている設定情報（パラメ
ータ）の変更、ゼロ点調整、ループテスト等の保全項目を実施するハンドヘルドターミナ
ルであり。保全機器３は、保全結果を自動的に記録する機器であってもよい。保全作業者
が保全機器３を使用してフィールド機器２の保全作業を行なうことにより、フィールド機
器のパラメータが変更される場合がある。例えば、ゼロ点調整においては、フィールド機
器のゼロ点が変更される場合がある。また、プロセスの運転状態を変更するためにフィー
ルド機器２のパラメータを変更する場合がある。保全作業者は、実施した保全作業を報告
書等の保全記録に記録し、保全作業者を管理する保全管理者に報告する。保全管理者は、
保全記録を保全記録記憶装置（ＣＭＭＳ）５２に記録させる。また、保全機器３は、保全
結果を自動的に記録して保全記録を生成する機器である場合、保全記録をＣＭＭＳ５２に
対して提供し、記憶するようにしてもよい。
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【０１１３】
　運転制御装置４は、フィールド機器２から取得したプロセスデータに基づき、図示しな
いポンプ、バルブ、ヒータ等を制御して、プラントにおけるプロセスを制御する。運転制
御装置４は、例えば、ＰＬＣ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ｌｅｒ）等の制御装置である。運転制御装置４は、フィールド機器２から取得したプロセ
スデータ、フィールド機器２の通信状態、保全作業においてフィールド機器２に対して設
定されたパラメータ等の情報を製造実行システム５に提供する。
【０１１４】
　製造実行システム５は、例えば、基幹業務システム６と運転制御装置４との間に位置す
るＭＥＳ（Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｅｘｅｃｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）であり、
運転制御装置４が取得したフィールド機器の情報を監視し又は管理する。製造実行システ
ム５は、例えば、サーバ装置、デスクトップ型ＰＣ等の汎用コンピュータである。製造実
行システムには、ＰＩＭＳ（Ｐｌａｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ　Ｓｙｓｔｅｍ：プラント情報管理システム）５１、又はＣＭＭＳ５２等の機能を有し
ていてもよい。製造実行システム５は、運転制御装置４から取得した、パラメータ等の情
報を基幹業務システム６に対して提供する。
【０１１５】
　ＰＩＭＳ５１は、プラントの情報を収集して記録するプラント情報管理システムとして
機能する。図８においてＰＩＭＳ５１は、運転制御装置４を介して（又は運転制御装置４
を介さず直接に）、フィールド機器２の情報を収集して記録する。ＰＩＭＳ５１は、フィ
ールド機器２の情報を時系列で収集してヒストリーデータ（履歴データ、ヒストリアン）
として記録する。
【０１１６】
　ＣＭＭＳ５２は、プラントの保全記録を記憶し保全計画を管理する。ＣＭＭＳ５２は、
例えば、保全機器３で実施されて記録されたフィールド機器に対する保全操作の操作履歴
を、複数の保全機器３から取得して保全記録として記憶する。また、ＣＭＭＳ５２は、保
全作業者によって実施された保全作業を手動で入力可能として保全情報として記録しても
よい。ＣＭＭＳ５２は、フィールド機器２の校正期限や使用期限等、保全作業で使用され
る情報を記憶してもよい。
【０１１７】
　基幹業務システム６は、例えば、会計処理、生産管理、販売管理等の経営資源を管理す
るためのプロセス製造業向けＥＲＰ（Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｐｌａ
ｎｎｉｎｇ：経営資源統合）システムである。基幹業務システム６は、購買業務支援装置
６１の機能を有している。基幹業務システム６は、倉庫業務支援装置６２の機能を有して
いる。また、基幹業務システム６は、保全業務支援装置６３の機能を有している。購買業
務支援装置６１、倉庫業務支援装置６２及び保全業務支援装置６３は、それぞれの機能を
提供するプログラムによって実現されてもよい。基幹業務システム６は、例えば、サーバ
装置、デスクトップ型ＰＣ等の汎用コンピュータである。
【０１１８】
　機器資産管理システム１００を図８で示した構成で実現することにより、例えば、既存
のプラント制御システムに機器資産管理装置１を組み込むことによって、プラントの操業
を停止させることなく、図１で説明した機器資産管理装置１の機能を容易に構築すること
が可能となる。
【０１１９】
　以上説明した様に、本実施形態の機器資産管理装置は、フィールド機器の資産状態を稼
働状態で表す稼働資産状態を記憶する稼働資産状態記憶部と、前記資産状態を在庫状態で
表す在庫資産状態を記憶する在庫資産状態記憶部と、少なくとも前記フィールド機器に対
して実施された保全作業の情報又は前記フィールド機器の入出庫の情報のいずれか一の情
報に基づき、少なくとも前記稼働資産状態又は前記在庫資産状態のいずれか一の状態を遷
移させる資産状態遷移部と、前記稼働資産状態と前記在庫資産状態を表示する資産状態表
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示部とを備えることにより、フィールド機器の資産管理を容易にすることができる。
【０１２０】
　なお、上述した機器資産管理装置１は、上述した機能を有する装置であればよく、例え
ば、複数の装置の組合わせで構成されてそれぞれの装置を通信可能に接続したシステムで
実現されるものであってもよい。また、機器資産管理装置１は、図８で説明した、保全機
器３、運転制御装置４、製造実行システム５、又は基幹業務システム６等の機能の一部と
して実現されるものであってもよい。
【０１２１】
　また、本実施形態の機器資産管理方法は、フィールド機器の資産状態を稼働状態で表す
稼働資産状態を記憶する稼働資産状態記憶ステップと、前記資産状態を在庫状態で表す在
庫資産状態を記憶する在庫資産状態記憶ステップと、少なくとも前記フィールド機器に対
して実施された保全作業の情報又は前記フィールド機器の入出庫の情報のいずれか一の情
報に基づき、少なくとも前記稼働資産状態又は前記在庫資産状態のいずれか一の状態を遷
移させる資産状態遷移ステップと、前記稼働資産状態と前記在庫資産状態を表示する資産
状態表示ステップとを含むことにより、フィールド機器の資産管理を容易にすることがで
きる。
【０１２２】
　なお、本実施形態の機器資産管理方法における各ステップの実行順序は上記ステップの
記載順序に限定されるものではなく、任意の順序で実行されるものであってもよい。
【０１２３】
　また、本実施形態で説明した装置を構成する機能を実現するためのプログラムを、コン
ピュータ読取り可能な記録媒体に記録して、当該記録媒体に記録されたプログラムをコン
ピュータシステムに読み込ませ、実行することにより、本実施形態の上述した種々の処理
を行ってもよい。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等の
ハードウェアを含むものであってもよい。また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシ
ステムを利用している場合であれば、ホームページ提供環境（あるいは表示環境）も含む
ものとする。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディス
ク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装
置のことをいう。
【０１２４】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアント
となるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））のように、一定時間プログラムを保持して
いるものも含むものとする。また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格
納したコンピュータシステムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波に
より他のコンピュータシステムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝
送媒体」は、インターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信
線）のように情報を伝送する機能を有する媒体のことをいう。また、上記プログラムは、
前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さらに、前述した機能をコン
ピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組合わせで実現するもの、いわ
ゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【０１２５】
　以上、本発明の実施形態について、図面を参照して説明してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲においての種々の
変更も含まれる。
【符号の説明】
【０１２６】
　１　　　機器資産管理装置
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　１１　　稼働資産管理部
　１１１　保全記録取得部
　１１２　稼働資産状態集計部
　１１３　稼働資産状態記憶部
　１２　　在庫資産管理部
　１２１　購買情報取得部
　１２２　在庫情報取得部
　１２３　保全情報取得部
　１２４　在庫資産状態集計部
　１２５　在庫資産状態記憶部
　１３　　機器資産管理部
　１３１　資産状態遷移部
　１３２　資産状態表示部
　１３３　不整合検出部
　１３４　資産状態予測部
　１３５　状態遷移予測情報記憶部
　２　　　フィールド機器
　３　　　保全機器
　４　　　運転制御装置
　５　　　製造実行システム
　５１　　ＰＩＭＳ
　５２　　ＣＭＭＳ
　６　　　基幹業務システム
　６１　　購買業務支援装置
　６２　　倉庫業務支援装置
　６３　　保全業務支援装置
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＡＭ
　１０３　ＲＯＭ
　１０４　ＨＤＤ
　１０５　表示装置
　１０６　入力装置
　１０７　通信Ｉ／Ｆ
　１０８　通信Ｉ／Ｆ
　１０９　バス



(21) JP 6597579 B2 2019.10.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(22) JP 6597579 B2 2019.10.30

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】



(23) JP 6597579 B2 2019.10.30

10

フロントページの続き

    審査官  貝塚　涼

(56)参考文献  特開２００９－０４３０１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３３４４５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－０１４９８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              小川修一，これからのプラントの安全・安定操業と業務効率化に向けて，計装，日本，有限会社
              工業技術社，２０１０年１０月　１日，第５３巻，第１０号，第２１－２４頁

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ　　１０／００　－　９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

